
技能者の減少を踏まえた住宅の持続的な供給体制確保の推進

○ 大工をはじめとした住宅建設技能者は急速に高齢化や減少が進んでおり、質の高い住まいの安定的な供給と適切な維持管理・
更新が行われる社会を実現するためには、担い手の確保や生産性の向上など住宅の持続的な供給体制の整備が喫緊の課題。

○ 住宅分野は一人親方や工務店など中小事業者が多い、技能者の職種が多岐にわたる、サプライチェーンが長く関係者が多いなどの
特徴があり、住宅建設技能者の持続的確保に係る中長期ビジョンを策定し、それに基づき多様な官民の関係機関や団体等が連
携して取り組む必要。

住宅分野の担い手確保に向けて官民で連携して取り組むための中長期ビジョンを策定予定（令和８年度中を目途）

視点１：選ばれる業界・職場への変革

視点４：マネジメントの強化

視点３：担い手の裾野の拡大視点２：育成環境の整備

■住生活基本計画（全国計画）（R8.3.27閣議決定）（抜粋）
【目標10 担い手の確保・育成や海外展開等を通じた住生活産業の発展】
○住宅建設技能者の持続的確保に向けた中長期的なビジョンの策定及びそれに基づく取組の推進

■地域未来戦略（R8.7.21閣議決定）（抜粋）
【第５節その他の施策の推進 ２．豊かな生活環境 イ．持続可能な生活インフラの実現】
（30）地域工務店等による発災時の住まい確保に係る官民連携や担い手確保等の促進

■取組の視点と方向性

【座長：蟹澤宏剛 芝浦工業大学 建築学部建築学科 教授】

政府計画における位置づけ

（R7.10）住宅分野における建設技能者の持続的確保懇談会とりまとめ概要

【大工技能者数と高齢技能者割合の推移】

■課題
•女性が働くのが難しい職場環境
•中小の個社による雇用・教育体制の確保
の難しさ 等

•他産業と比較して不安定かつ不十分な就労環境
•技能の継承の難しさと教え手の不足
•学生、学校、保護者からの仕事の見えにくさ

＜方向性＞
• 地域工務店の経営基盤の強化（事業承継・Ｍ＆Ａ・アライアンスなど）
• 新たな時代に応じたビジネスモデルの展開（維持管理（点検・修繕）、リフォーム、木造建築物など）

• 生産性の向上に向けた技術の導入・活用（パネル化・プレハブ化、ＤＸ・ＡＩ活用など）

＜方向性＞
• 社員大工化の推進
• 他産業に劣らない
就労環境の確保

• キャリア形成の見える化
• 技能者の能力評価、やり
がいの醸成（CCUSなど）

＜方向性＞
• 女性や外国人材が適切に働
ける環境の整備

• 高齢の技能者の活躍の促進
• 地域の担い手の拡大

• 地域の担い手の拡大
（コミュニティ大工＋施主＋
地域住民等）

＜方向性＞
• 技能者の体系的な育成体制の構築
• 業界団体と教育機関等が連携した住宅建設
技能者の重要性と魅力の発信


